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中国語の「的（ｄｅ）」と日本語の「の」の対応と非対応
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Ⅰ　はじめに
中国語の「的（ｄｅ）」も日本語の「の」も連体修飾語の後において、連体修飾語フレーズとな
る働きがある。日本語に接し初めの時、先生に連体修飾語の場合、中国語の「的（ｄｅ）」は日本
語の「の」に対応することを教わったり、自分が日本人に中国語を教える時、日本語の「の」
は中国語の「的（ｄｅ）」に訳したらいいということを述べたりしたことがあるかもしれない。実
はそれは不適切なことである。いろいろな資料や参考書を調べ、すべて対応とか対応ではない
とかというわけではないのがはっきり分かった。つまり対応の場合もあるし、対応ではない場
合もある。例えば中国語で文章を書いたり、会話したりする時、「的（ｄｅ）」を使うが、日本語
に訳す時、「の」にならないことはしばしばある。その代わりに中国語で「的（ｄｅ）」を使わな
いが、日本語に訳す時、「の」を付けなければならない場合もある。次は調べたことを整理し
帰納し、連体修飾語としての中国語の「的（ｄｅ）」と日本語の「の」のそれぞれの主な用法をは
つきりさせた後、両者の関係について述べたい。
Ⅱ　連体修飾語としての中国語の「的（ｄｅ）」と日本語の「の」それぞれの主な用法
、　　連体修飾語としての中国語の「的（ｄｅ）」の主な用法
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1、連体修飾語の後ろに付け、連体修飾語と中心静の関係は所有、或いは事物の性質、属性、
範囲などを限定する。
去北京盟て机　　　　北京行きの飛行機
対返十何題盟看法　　この間題に対する見方
朋友鎗我盟礼物　　　友達が私にくれたプレゼント
己姪粘起来愚人イｒ］　既に立ち上がった人民
2、連体修飾語の後ろに付け、連体修飾語と中心語の関係は領属関係を表す。
田中藍家　　　田中さんのお宅
我盟弔　　　私の本
他イｒコ盟何題　　彼らの問題
嫡嫡色女ノし　　お母さんの娘
3、連体修飾語の後ろに付け、連体修飾語は人名又は人称名詞で中心語が職務又は身分を
指す名詞の時、その人がある職務についている、又はある身分であることを示す。
今天井会吋停盟主席。　　今日の会議は君が議長だ
堆盟介錯人。　　　　　　誰が紹介者ですか。
4、連体修飾語の後ろに付け、被修飾語を描写する。
幸福塾生清　　　　　　華せな生活
愁眉苦股盟祥子　　　　心配そうな様子
呼呼盟夙声　　　　　　ビュービューという風の音
5、連体修飾語の後ろに付け、連体修飾語は人を指す名詞又は人称名詞で、中心語が前の動
詞と合わせて、一つの意味を表す時、その人がその動作の対象であることを表す。
清我盟客。　　　私を招待してくれる。
牙地盤玩笑。　　彼に冗談を言う。
二、連体修飾語としての日本語の「の」の主な用法
1、体言と体言を結びつけ、所有所属を表す。
兄生木　　　　苛苛的弔
私空家　　　我的家
2、体言と体言を結びつけ、所在を表す。
駅前里店　　　宰姑前面的商店
コップ里水　　杯子里的水
3、体言と体言を結びつけ、材料、属性を表す。
皮聖かばん　　　　皮包
縞里ズボン　　　　格祷子
4、体言と体言を結びつけ、内容、分野を表す。
日本語里先生　　　　　　　　日清老師
音楽堂都ウィーン　　　　　　音康之都堆也納
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5、体言と体言を結びつけ、時間、数量、場所などを表す。
100円里切手を5放ください。清姶我巽5光100日元的郎票。
午後3時限里授業　　　　　　下午第3苛深。
たくさん里おもちや　　　　　根多玩具．
中国里友人　　　　　　　　　中国朋友。
Ⅲ　両者の対応の場合
対応の場合は名詞が連体修飾語となる時に集中しているので、次は詳しく分けて述べたい。
1、普通の名詞が連体修飾語となる場合、所有関係を表す時、両者が対応する。
国弔悼迫弔
田中坦房同
光老師盟併淡
竜巻迫愛好
朋友迫折照
2、人を指す名詞
図書館里本
田申さん里部屋
張先生生活義
お父さん里趣味
友達里パスポート
（人称名詞を除く）が連体修飾語となる時、親族関係、社会的な人間関係、
所属の職場或いは団体を表す時には、中国語で「的（ｄｅ）」をつけなければならない。つけな
いと全く違う意味になるので、十分に気をつけてほしい。それを日本語に訳すと「の」をつ
ける必要がある。以下の例を見て、はっきりと分かると思う。
山下盟老師　　　　山下さん里先生　（山下さんは先生の学生だ）
松下迫公司　　　　松下さん里会社　（松下さんは会社に所属する）
小弛迫阿嬢　　　張さん里おばさん　（張さんとおばさん．の親族の関係を表す）
次は日中語両方とも連体修飾語のシンボルとしての「的（ｄｅ）」と「の」を省略したら、全
く別の意味になる。
山下老師　　　　山下先生　（先生の苗字は山下だ）
松下公司　　　　松下会社（会社の名前は松下ですが、松下さんに属すると言えない）
小光阿嬢　　　　張おばさん　（おばさんの苗字は張だ）
3、方位名詞が連体修飾語となる時、両者が対応する。
秀逸迫商店　　　　隣里店
前面坦路　　　　前里道
対面坦工「　　　対面里工場
4、時間を表す名詞が連体修飾語となる時、被修飾語が時間を表す名詞ではない時、この範疇
に属する。
前凡天迫事ノＬ　　　　　先日旦事
10年前迫大地震　　　　10年前里大地震
昨天晩上迫衆会根熟岡　　夕べ里パーティーがとてもにぎやかだった
下星期迫裸　　　　　　　来週里講義
下午3点坦会淡　　　　午後三時里会議
5、重さ、長さ、面積、容積などの意味を表す言葉で名詞を修飾する時、両者が対応する。
42公里坦葛拉松　　　　　42キロ里マラソン
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100平米迫大房同　　　　100平方メートル里大きな部屋
我有一十両百立升飽水箱　　私は200リットル空冷蔵庫を持っている。
我巽了三公斤戯．鴻蛋，五公斤盟鴨蛋，十公斤塵．鶴鶉蛋，家里象今蛋輔子了．
私は3キロ里鶏の卵、5キロ里アヒルの卵と10キロ里ウズラの卵を買ってしまい、家
の中はまるでダマゴ屋さんのようになってしまった。
Ⅳ　両者の非対応の場合
、　　中国語で「的（ｄｅ）」を使うが、日本語で表す時、「の」にならない。
1、動詞が連体修飾語となる場合　中国語では目的語を持つことのできる動詞とか、動詞フ
レーズなどが連体修飾語となる時には、ほとんど「的（ｄｅ）」をつける必要があり、つけない
と別の意味になるので、気をつけるべきである。日本語に訳すと「の」を使ったらおかしく
なる。
吃盟泰西
借盟伐
異盟弔籍
倫盟伐包
地理完盟拉吸
雀雀英盟礼物
食べるもの
借りたお金
買った本
盗んだ財布
処理し終えたゴミ
お父さんが買ってくれたプレゼント
以上の中国語の例はもし「的（ｄｅ）」をつけないと以下の意味になる。前の動詞の修飾の働
きが無くなり、その代わりに、修飾された名詞或いは名詞フレーズは動詞の目的語になる。
吃素西　　　　　ものを食べる
借銭　　　　　　お金を借りる
英軍籍　　　　　本を買う
倫銭包　　　　　財布を盗む
赴理完拉致　　　ゴミを処理し終えた
雀雀巽礼物　　　お父さんがプレゼントを買う
2、形容詞が連体修飾語となる場合　中国語では形容詞が連体修飾語となる場合、二音節形
容詞、重ね型の形容詞、形容詞フレーズなどが連体修飾語となる時、「的（ｄｅ）」を使わなけれ
ばならないが、日本語に訳すと絶対「の」を使わない。こういう時、一部は日本語の「イ型形
容詞」の連体修飾形を使い、一部は「ナ型形容詞」の連体修飾形になる。
奴形形盟太田
干干浄浄盟虜何
十分有意思盟屯影
可愛而芙爾迫姑娘
不好盟消息
陶熱盟天雪
真っ赤立太陽
とても清潔な部屋
非常に面白ヒ映画
可愛くてきれいな娘
悪いニュース
蒸し署ヒ天気
3、数量詞の重ね型が連体修飾語となる場合は中国語の「的（ｄｅ）」を日本語に訳す時、普通は
「の」にならずに、対応の副詞になる。
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貞子上揺満了一穣一蝶盟山珍海味。
テーブルの上の一皿一皿に山海の珍味がたくさん並べられている。
一座座盟工「都建起来了。
次から次に工場が建ち上がってきている。
学生桐山↑－十盟挙手回答同塵。
学生は一人ずつ手を上げて、質問に答える。
＿、　　中国語で「的（ｄｅ）」を使わないが、日本語に訳す時、「の」を付けなければならない。
1、名詞が連体修飾語となる場合
（1）、人称名詞が連体修飾語となる時、親族関係、社会的な人間関係、所属の職場或いは団
体を表す時には、中国語では「的（ｄｅ）」をつけても、つけなくてもよいが、普通はつけない。
つけたら語気が強めのニュアンスになる。日本語に訳すと「の」を使わなければならない。
我竜巻　　　　　私里お父さん
他イロ老師　　　　彼ら里先生
称イ「コ村子　　　　あなたたち里村
他イロ公司　　　　彼ら里会社
（2）、　前の名詞が後ろの名詞の性質を表す時、中国語で普通は「的（ｄｅ）」を使わないが、
日本語で表す時、「の」を入れるのは常識である。
船票　　　　　　船里チケット
況清弔　　　　　中国語旦本
日本朋友　　　　日本人里友達
什色事　　　　　何旦本
（3）、　方位を表す名詞が連体修飾語の修飾を受ける時には、強調、対比の場合を除いて、
中国語で「的（ｄｅ）」を使わないが、日本語で表す時、「の」を入れないと、おかしい表現にな
る。
我前面　　　　　私生前
臭子秀逸　　　　机旦傍
虜同対面　　　　部屋里向こう
田中附近　　　　田申さん里近く
（4）、　修飾語も被修飾語も時間を表す言葉の場合、中国語で両者の間に「的（ｄｅ）」を入れ
れば、くどい表現になるが、日本語の場合は、「の」を使うことが多いと思う。
昨天晩上　　　　昨日旦夜
卓上七点　　　　朝里七時
前年冬天　　　　一昨年里冬
后天上午　　　　明後日里午前
2、数量を表す言葉が連体修飾語となる場合、中国語で表す時、直接に修飾するが、日本語で
表現する時、「の」を使ったほうがいい。でも、動詞の前におく時、普通は「の」を使わない。
丙本条志　　　　二冊聖経誌
五十朋友　　　　五人里友達
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ー公斤牛肉　　　－キロ里牛肉
350映銭　　　　350元旦お金
3、「根少、根多、不少、不多」のような形容詞フレーズが連体修飾語となる時、中国語で「的
（ｄｅ）」を余り使わないが、日本語になると「の」を使うのが一般的である。
根多人　　大勢里人
根多伐　　たくさん里お金
不少弔　　多く里本
不少玩具　多く里おもちや
Ⅴ　終わり
本稿では、連体修飾語としての中国語の「的（ｄｅ）」と日本語の「の」のそれぞれの使い方と
対応及び非対応の関係に限って、分析し、まとめました。しかし、次のような政府文書などに
よく使われる言葉、例えば：
盲目迫投資　　　　　　　　盲目盟投資
指導助役割　　　　　　　　指寺盟作用
科学坦発展　　　　　　　科学盟笈展
突発迫公衆衛生事件　　　突友亀公共王生事件
公民の合法亀権利、利益　　公民的合法盟枚利，利益
以上の言葉の中で、中国語の「盲目、指寺、科学、突発」などの言葉は形容詞として後の言葉
を修飾し、被修飾語の間に「的（ｄｅ）」を入れるが、日本語に訳すと、修飾の関係がなくなった、
「盲目的投資、指導的役割、科学的発展観、突発的公衆衛生事件」のような一つの言葉になる
場合が本稿では触れなかった。今後はこの研究を元に、更に考察を進めたいと思う。
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